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1. 次の問いに答えなさい。

1  2つ続いた奇数の和は4の倍数になる。このことを文字を使って説明しなさい。( )

 2  十の位と一の位がおなじ数字の２桁の自然数がある。その数字の8倍は、元の数よりも9少ない( )

数と同じになる。もとの自然数を求めよ。

 3  6で割ると2余る整数Aと、6で割ると5余る整数Bがある。このときA+ Bを6で割ったときの余り( )

      はいくつになるか。

 

 1   小さいほうの奇数を 2𝑛 + 1 とすると、2つ続いた奇数は、2n + 1,  2n + 3となる。その和は( )

 2n + 1 + 2n + 3 = 4n + 4 = 4 n + 1 となる。n + 1は整数なので4の倍数となる。( )

2  十の位と一の位が同じ数字の2桁の自然数は 10a + a = 11a と表すことができる。一の位の数の( )

8倍は8aと表すことができるので、11a - 9 = 8a という式ができる。これを解くと、a = 3となる
ので２桁の自然数は33となる。

 3   Aは6a + 2、Bは6b + 5と表すことができ、その和は 6a + 2 + 6b + 5 = 6a + 6b + 7 = 6 a + b + 1 + 1( ) ( )

となるので１余ることになる。

 

2. 右のカレンダーを見て次の問いに答えなさい。

4日、5日、12日のような形の３日の日数の合計
は、必ず３の倍数になります。このことを文字
を使って説明しなさい。

 

左上の日にちをnとすると、その右隣りはn + 1、さらにその下はn + 8と表すことができる。
そのすべてを合計すると、 n + n + 1 + n + 8 = 3n + 9 = 3 n + 3 となるので、これは３の倍数と( ) ( ) ( ) ( )

なる。

 


